
３ 指導計画（全１２時間 本時は１２／１２時間目終了後のサマースクール） 
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学習活動 学習内容 

１ オリエンテーション 

※2時間 

○試しの泳ぎ 

 

４つの課題を克服し、長い距離を合理的に泳ぐことができた 
 

コンビネーション 息つぎ

キック 

長い距離を合理的に泳ぐために次の４つの課題に取り組もう 

ストローク    キック    息つぎ    コンビネーション 

平泳ぎのキック

をしても前に進

まないなあ 

ぼくはあおり足

になっていない

か水中をチェッ

クしよう 

陸上でベンチを使ってキ

ックを練習する方法も取

り入れてみよう。 

かかとがおしり

にひきつけるよ

うにしてみよ

う！ 

水をしっかりキャ

ッチして腕をかい

てクロールを泳ぐ

ことがめあてなの 

ストローク 

 ストロークの回
数を減らすこと

が、水をうまく

キャッチできて

いる合理的な泳

ぎにつながって

いる。１回１回

たくさんの水を

かくことが大切

なことを体感さ

せよう。 

ぼくは水中

での様子を

チェックし

よう 

腕のかきだから

前方から見るの

がいいね 

 試しの泳ぎ 

※１時間 

○試しの泳ぎ 

○12時間の学習計画と学習の進め方を知る 
○試しにクロールと平泳ぎを泳ぎ、現在の泳力を知る。 
○泳力異質の３人バディを編成する。 

学ぶ態度 
☆試しの泳ぎでのよかった点

や困った点を明らかにし、

目標とする思考判断や技能

のイメージを具体的にもと

うとしている。 

◆学習資料を提示し、目標を

具体的にもつようにする。

 

 

☆バディのメンバーのめあて

から計画を立て、それぞれ

の課題を解決しようとして

いる。 

◆うまくいかなかったところ

にこそ、解決すべき課題が

あること意識させ、バディ

での話し合いがポイントを

はずさないように既習の学

習を思い出させたり、バデ

ィの話し合いの活性化させ

たりする。 

 

 

 

 

☆目標と自分の現状を照らし

合わせ、今後の学習に取り

組もうとしている。 

◆映像等の資料を用意する。

 

 

 

 

 

 

 

☆自分の現状に応じて学習計

画を柔軟に見直すようにす

る。 

◆学習計画を把握し、効果的

な学習計画になるようにす

る。 

 

 

 

 

☆学習を通しての具体的事実

を振り返り、学習の成果や

自分の成長を感じようとし

ている。 

◆事実に基づくバディでのふ

りかえりを行うようにす

思考・判断 
 

 

 

 

 

 

 

☆友だちのアドバイスも参考

にして自分の動きを感じ取

り、動きを高める。 

◆アドバイスにより自分の動

きに対する感じ方を意識さ

せ、体感に基づく判断を補助

するような言葉かけをする。 

 

☆課題に合ったポジションか

ら泳ぎを見たり補助したり

して、教え合って学習を進め

ている。 

◆めあてを達成するために効

果的なポジションを考えら

れるような言葉かけをする。 

 

 

 

 

 

 

 

評価と支援（☆評価規準 ◆支援） 
技 能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆クロールと平泳ぎの両方で

200ｍ泳ぐことができる。 

◆個別の課題を明らかにし、

重点的に支援する。 

◆両方とも 200ｍ泳ぐことが

できた児童には、同じ距離

を泳ぐのにストローク数を

減らす、同じペースで 200

ｍ以上泳ぎきる等の新たな

課題を示す。 

 自分のバディのめあてに

あった学習 

※９時間 

 用具の準備 

 準備運動・シャワー 

 水遊び 

 退水→健康観察→めあて

の確認 

 入水→めあてにそった活

動 

 退水→健康観察→本時の

ふり返りと次時のめあて

設定 

６ 整理運動・シャワー 

 

 

 

 

(時) 
11/12 
 
 
 
 
 
 
 
3/12 

３
人
バ
デ
ィ 

プ
ー
ル
縦 

プ
ー
ル
横 

0     45(分) 

場の設定の時間配分 

３人バディでの学習の成果を

試す時間を増やしていくた

め、縦で使用する時間を多く

していく。 

「頭が上がる→腰が沈む→抵抗が増す

→泳ぎが苦しくなる→呼吸が苦しくな

る」から、体をうまくローリングさせて、

楽に呼吸できるようにしよう。 

ぐのを見て

ネーション

のタイミングをつ

かんでみてね 

キックとストロ

ークのタイミン

グがよくわから

ないよ 

ストロークから呼吸への動き、キッ

クとの連動をスムーズにしないと

いけない。１回１回合理的な動きに

なるとストロークの回数も少なく

なってくることも意識させよう。 

「かいて～、け

るぅ～」のタイ

ミングだよ。進

んでいる間はけ

のびの姿勢でい

よう 

ビート板を使って片方だ

けのうでのかき方練習を

すればいいと思うよ 

 

頭を上げると腰

が沈むよ。だから

耳を肩につける

ようにやってご

らん。首は横にし

か動かさないよ

うにしよう 

息つぎがうま

くできなくて

泳ぎが苦しく

なるの 

個
別
に
泳
ぐ
の
が
中
心
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